
春の闘いを推し進めよう！
新たな仲間を迎え第37回定中開催

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
２
月

日
、
大
阪
市
で
第

回
定
期
中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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開
会
に
先
立
ち
、
セ
ン
ト
ラ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会
社
（
Ｃ
Ｍ
Ｃ
）
よ
り
、
Ｊ
Ｒ

東
海
労
に
加
入
し
た
若
い
仲
間
を
披
露
し
、
全
体
で
万
歳
三
唱
を
行
い
ま
し
た
。

議
長
に
、
新
幹
線
地
本
斉
藤
中
央
委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
総

連
よ
り
山
口
委
員
長
、
山
田
総
務
・
共
済
・
国
際
部
長
、
伊
藤
広
報
部
長
、
Ｊ
Ｓ
労
柳

楽
委
員
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

山
口
委
員
長
は
「
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
で
統
一
要
求
・
統
一
闘
争
で
全
国
の
仲

間
と
共
に
闘
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
柳
楽
委
員
長
は
「
結
成
以
降
、
３
つ
の
柱
で
闘

い
を
進
め
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
連
運
動
を
共
に
つ
く
っ
て
い
く
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

活
発
な
質
疑
の
後
、
本
橋
書
記
長
の
総
括
答
弁
、
淵
上
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
委
員
会
は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

名
古
屋
地
本
で
、
セ
ン
ト

ラ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会

社
（
Ｃ
Ｍ
Ｃ
）
で
働
く
若
い

仲
間
が
Ｊ
Ｒ
東
海
労
に
加
入

さ
れ
ま
し
た
。
熱
烈
に
歓
迎

し
ま
す
。

第

回
臨
時
大
会
で
、
新

40

幹
線
関
西
地
本
の
委
員
か
ら

「
定
期
中
央
委
員
会
と
Ｊ
Ｒ

東
海
労
連
結
成
大
会
を
関
西

の
地
で
開
催
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
の
発
言
が
あ
り
、

他
の
全
地
本
か
ら
も
関
西
で

の
開
催
に
賛
同
す
る
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
本
部
と
し
て
、

関
西
で
開
催
す
る
こ
と
を
決

断
し
ま
し
た
。

今
委
員
会
の
目
的
は
、
春

の
闘
い
の
方
針
を
確
認
し
、

全
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て

満
額
獲
得
と
職
場
か
ら
の
闘

い
を
通
じ
て
、
組
織
拡
大
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
の
未
来
と
組
織

展
望
を
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

セントラルメンテナンス株式会社

ＣＭＣ名古屋車両事業所
ＪＲ東海労へ加入！
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名
古
屋
地
本
で
組
織
拡
大
実
現
！

淵
上
中
央
執
行
委
員
長
挨
拶



Ｊ
Ｓ
労
を
結
成
し
て
半
年

が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、

３
つ
の
課
題
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

１
点
目
は
、
春
闘
と
労
働

条
件
改
善
の
闘
い
で
す
。
４

つ
の
事
業
所
か
ら
の
要
求
を

ま
と
め
、
１
月

日
に
団
体

29

交
渉
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

２
点
目
は
、
労
働
協
約
締

結
の
闘
い
で
す
。
昨
年
か
ら

２
回
の
団
体
交
渉
を
開
催
し

ま
し
た
。
２
月

日
に
は
、

19

締
結
可
否
の
回
答
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
締

結
し
な
い
理
由
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
も
し
締
結
拒
否
な
ら

法
的
手
段
を
取
り
た
い
と
考

◆
Ｊ
Ｒ
東
海
労
へ
の
加
入

を
全
員
で
歓
迎
す
る
。
Ｊ
Ｒ

東
海
労
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
一
員

と
し
て
共
に
が
ん
ば
ろ
う
。

◆
Ｃ
Ｍ
Ｃ
（
セ
ン
ト
ラ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会
社
）

と
の
団
体
交
渉
を
こ
の
間
、

行
っ
て
き
た
。
今
後
は
、
Ｊ

Ｒ
東
海
労
に
加
入
し
た
こ
と

で
、
要
求
の
幅
が
広
が
り
、

団
体
交
渉
に
本
人
も
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
加
入
を

後
押
し
し
た
の
は
、
間
違
い

な
く
Ｊ
Ｓ
労
の
結
成
で
あ

る
。◆

世
の
中
は
、
平
和
問
題

で
混
沌
と
し
て
い
る
。
命
と

生
活
を
守
る
た
め
に
、
当
た

り
前
の
労
働
運
動
を
進
め
て

い
こ
う
。

◆
２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春

闘
の
方
針
を
全
面
的
に
支
持

し
闘
う
。
４
項
目
の
柱
が
確

認
さ
れ
て
る
。
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
で
働
く
非
正
規
社
員
の
正

社
員
化
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
Ｃ
Ｍ
Ｃ
で
も
非
正
規
雇

用
の
社
員
が
大
勢
い
る
。
こ

の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
年

は
、
実
質
１
，
０
０
０
円
の

ベ
ア
。
調
整
手
当
は
あ
く
ま

で
も
手
当
で
あ
り
、
ベ
ア
で

は
な
い
。
昨
年
の
こ
と
を
忘

れ
ず
、
純
然
た
る
ベ
ア
の
獲

得
の
た
め
に
闘
う
。

◆
昨
年
末
に
会
社
か
ら
３

月
ダ
イ
ヤ
改
正
の
説
明
が
さ

れ
、
数
日
間
で
行
路
を
検
討

し
、
改
善
の
申
し
入
れ
を
行

い
、
業
務
委
員
会
を
開
催
し

た
。
沼
津
、
静
岡
、
浜
松
の

各
分
会
要
求
で
あ
る
行
路
の

差
し
替
え
を
勝
ち
取
っ
た
。

継
続
組
合
員
が
現
職
組
合
員

と
共
に
、
業
務
委
員
会
の
場

で
闘
っ
て
い
る
。

◆
地
本
は
、

歳
定
年
を

60

迎
え
た
組
合
員
の
祝
う
会
を

開
催
し
た
。
「
Ｊ
Ｒ
東
海
労

で
良
か
っ
た
」
と
言
っ
た
Ｏ

Ｂ
が
い
た
。
そ
の
場
で
、
能

登
半
島
地
震
の
支
援
カ
ン
パ

名
古
屋
地
本
で
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ

の
若
い
仲
間
が
Ｊ
Ｒ
東
海
労

に
加
入
さ
れ
ま
し
た
。
大
歓

迎
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
組

織
拡
大
に
向
け
て
共
に
闘
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
２
０
２
４

Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
に
お
い
て
、

賃
金
引
き
上
げ
満
額
獲
得
、

労
働
条
件
・
職
場
環
境
改
善

を
勝
ち
取
る
た
め
に
、
闘
い

を
つ
く
り
出
し
ま
す
。
そ
し

て
、
全
て
の
闘
い
を
組
織
拡

大
へ
結
実
さ
せ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
１

万
２
，
０
０
０
円
の
ベ
ア
獲

得
、
定
期
昇
給
の
制
度
改
善
、

併
せ
て
夏
季
手
当
３
．
５
ヶ

月
分
プ
ラ
ス

万
円
、
更
に

10

専
任
社
員
は
プ
ラ
ス
５
万
円

の
要
求
を
勝
ち
取
る
た
め

に
、
職
場
闘
争
と
合
わ
せ
て

闘
い
ま
す
。

労
働
条
件
改
善
の
闘
い
に

つ
い
て
で
す
。
会
社
は
１
月

日
、
新
た
な
「
人
事
・
賃

25金
制
度
」
に
つ
い
て
提
案
し

ま
し
た
。
国
鉄
採
用
の
組
合

員
は
３
月
で

歳
未
満
は
い

60

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
専
任

社
員
は
こ
の
制
度
に
該
当
し

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
関
係
な

い
と
思
っ
て
い
た
ら
間
違
い

で
す
。
私
た
ち
に
は
、
３
Ｍ

１
Ｔ
の
若
い
仲
間
に
責
任
を

持
っ
た
闘
い
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
、
我

が
も
の
と
し
て
闘
い
を
つ
く

っ
て
い
き
ま
す
。

「
業
務
改
革
」
に
つ
い
て

も
同
様
で
す
。
会
社
は
、
飽

く
な
き
利
益
追
求
を
行
っ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の

結
果
と
し
て
労
働
者
が
労
働

強
化
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
し

っ
か
り
反
対
し
ま
す
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、

２
０
２
７
年
開
業
は
で
き
な

い
こ
と
を
会
社
は
公
言
し
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
樫
田
秀

樹
さ
ん
よ
り
、
調
査
に
よ
り

年
以
上
工
事
が
遅
れ
て
い

10る
箇
所
が
数
ヶ
所
あ
る
と
教

え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
会

社
を
追
及
し
、
世
間
に
広
く

訴
え
て
い
き
ま
す
。

平
和
・
人
権
・
民
主
主
義

を
守
る
闘
い
に
つ
い
て
で

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
関
係
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
関

係
に
つ
い
て
、
私
た
ち
の
主

張
は
、
い
か
な
る
テ
ロ
に
も

戦
争
に
も
反
対
と
い
う
姿
勢

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
憲
法
９

条
改
悪
を
絶
対
阻
止
す
る
闘

い
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

（２）第４８０号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０２４年（令和６年）３月１日

能
登
半
島
地
震
で
、
Ｊ
Ｒ

総
連
は
組
合
員
の
安
否
確

認
、
被
災
し
た
組
合
員
へ
の

支
援
活
動
を
い
ち
早
く
取
り

組
み
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
の

総
力
を
あ
げ
て
カ
ン
パ
活
動

を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

非
常
事
態
の
時
こ
そ
労
働
組

合
の
力
を
実
感
で
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
総
連
第

回
定
期
中

46

央
委
員
会
に
お
い
て
、
２
０

２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
で
、
一

律
１
万
２
，
０
０
０
円
の
ベ

ア
要
求
を
決
定
し
ま
し
た
。

連
合
の
２
０
２
３
春
闘
集
計

２
０
２
４
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
を
闘
お
う
！

Ｊ
Ｒ
総
連
山
口
委
員
長
挨
拶

３
つ
の
柱
で
闘
い
を
推
進
！

Ｊ
Ｓ
労
柳
楽
委
員
長
挨
拶

結
果
で
は
、
加
重
平
均
で
１

万
５
６
０
円
、
３
．

％
で

58

し
た
。
鉄
道
５
単
組
平
均
は

２
．

％
で
す
。
構
造
的
賃

65

上
げ
の
裏
側
に
、
労
働
者
に

と
っ
て
「
死
」
を
意
味
す
る

解
雇
や
、
転
職
・
退
職
が
待

ち
構
え
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
総

連
は
「
賃
金
は
闘
い
取
る
も

の
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、

統
一
要
求
・
統
一
闘
争
に
打

っ
て
出
ま
す
。

平
和
の
取
り
組
み
で
、
映

画
「
戦
雲
（
い
く
さ
ふ
む
）
」

を
紹
介
し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
総
連

は
、
映
画
製
作
に
協
力
し
て

き
ま
し
た
。
現
実
を
直
視
し
、

抑
止
力
の
名
の
下
に
、
蹂
躙

さ
れ
る
暮
ら
し
や
文
化
の
実

態
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、

ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

３
点
目
は
、
Ｊ
Ｓ
労
の
法

人
登
記
で
す
。
１
月

日
に

26

労
働
委
員
会
に
申
請
し
て
い

た
組
合
の
資
格
審
査
に
Ｏ
Ｋ

が
出
て
、
証
明
書
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

２
月

日
に
法
人
申
請
を
行

16

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
取
り
組
ん
だ
。

◆
継
続
組
合
員
の
先
輩
が

業
務
改
革
は
大
問
題
だ
と
危

惧
し
て
、
申
し
入
れ
を
つ
く

は
、『
ジ
ャ
ス
ト
ニ
ュ
ー
ス
』

と
い
う
機
関
紙
に
載
せ
、
Ｆ

ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

下
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
へ
の
加
入
歓
迎
！

全
中
央
委
員
が
熱
意
を
込
め
て
発
言

春
の
闘
い
を
職
場
か
ら
闘
お
う
！

本
橋
書
記
長
総
括
答
弁

っ
た
。
８
月
に
、
静
岡
地
本

と
名
古
屋
地
本
と
合
同
で
会

議
を
開
催
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海

労
の
主
張
は
申
し
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
業
務

委
員
会
を
開
催
さ
せ
た
。

◆
批
判
の
自
由
と
行
動
の

一
致
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
運
動
の

基
本
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
軸

に
運
動
を
展
開
す
る
。

◆
こ
の
後
開
催
さ
れ
る
Ｊ

Ｒ
東
海
労
連
の
結
成
大
会

は
、
東
海
の
地
に
労
働
運
動

の
灯
を
消
さ
な
い
た
め
の
新

た
な
闘
い
で
あ
る
。
Ｊ
Ｓ
労

と
固
く
連
帯
し
て
全
て
の
仲

間
と
共
に
闘
う
。

◆
年
休
権
共
同
本
人
訴
訟

の
裁
判
闘
争
は
敗
訴
と
な
っ

た
が
、
闘
い
は
勝
利
し
た
と

思
う
。
そ
れ
は
、
休
日
出
勤

が
指
定
さ
れ
た
際
、
会
社
に

対
し
「
休
日
出
勤
を
指
定
す

る
な
」
と
毎
回
闘
っ
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
職

場
闘
争
。
空
白
勤
務
に
対
す

る
裁
判
の
闘
い
を
新
た
に
立

ち
上
げ
た
。
現
場
に
い
る
組

合
員

名
全
員
が
原
告
。
共

12

に
闘
っ
て
い
こ
う
。

斉
藤
議
長

（
新
幹
線
地
本
）



ＪＲ東海労連 執行体制

役 職 氏 名 単 組

執行委員長 淵 上 利 和 ＪＲ東海労

執行副委員長 柳 楽 関 ＪＳ労

〃 畑 野 浩 孝 ＪＲ東海労

書 記 長 本 橋 浩 司 〃

書 記 次 長 前 田 稔 ＪＳ労

執 行 委 員 高 山 浩 ＪＲ東海労

〃 成 田 隆 浩 〃

〃 斉 藤 孝 紀 〃

〃 西 三 喜 夫 ＪＳ労

〃 高 木 公 昭 〃

会計監査員 柿 本 克 彦 〃

〃 松 山 文 成 ＪＲ東海労

Ｊ
Ｓ
労
と
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は

２
月

日
、
大
阪
市
で
Ｊ
Ｒ

11

東
海
労
働
組
合
連
合
会
（
Ｊ

Ｒ
東
海
労
連
）
結
成
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

淵
上
結
成
準
備
委
員
長

は
、
挨
拶
で
「
皆
さ
ん
の
ご

協
力
・
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、

Ｊ
Ｒ
東
海
労
連
結
成
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
新

た
な
歴
史
を
つ
く
り
出
す
日

に
な
る
。

年
間
の
闘
い
で
、

32

一
人
ひ
と
り
の
力
が
あ
っ
て

こ
そ
、
今
日
の
日
が
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
東
海
労
結
成
の
と
き
に

『
東
海
の
地
に
労
働
運
動
の

灯
を
消
さ
な
い
』
こ
と
を
確

認
し
た
こ
と
が
今
あ
る
こ
と

で
あ
り
、
闘
い
の
上
に
、
新

た
に
加
入
さ
れ
た
仲
間
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
践

の
結
果
が
未
来
を
つ
く
る
。

更
に
仲
間
を
増
や
し
て
い
こ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

前
田
結
成
準
備
事
務
局
次

長
は
基
調
提
起
で
、
こ
の
間

の
闘
い
の
経
過
を
振
り
返
っ

た
後
、
「
新
た
な
道
を
進
む

と
き
に
は
常
に
反
動
の
嵐
が

吹
き
荒
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
既
成
概
念
や
、
労
働
運

動
と
は
無
縁
の
党
派
等
に
よ

る
『
指
導
』
な
ど
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
き
た
歴
史
的
事
実

が
あ
り
ま
す
。
足
し
た
地
は

労
働
組
合
と
し
て
、
働
く
労

働
者
の
声
を
聞
き
、
共
に
闘

う
仲
間
と
固
く
連
帯
し
突
き

進
ん
で
行
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
働
運

動
の
更
な
る
前
進
に
向
け

て
、
私
た
ち
の
未
来
に
向
か

っ
て
奮
闘
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
」
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
か

ら
松
山
組
織
部
長
、
Ｊ
Ｓ
労

か
ら
高
木
副
委
員
長
が
そ
れ

ぞ
れ
闘
い
の
報
告
や
決
意
を

語
り
ま
し
た
。
松
山
組
織
部

長
は
「
団
体
交
渉
委
員
当
時
、

歳
原
則
出
向
の
再
開
が
や

54ら
れ
、
危
機
感
を
持
っ
た
。

出
向
し
た
ら
労
働
運
動
は
終

わ
り
で
は
な
く
、
出
向
先
で

も
っ
と
闘
っ
て
や
ろ
う
と
決

意
し
、
Ｊ
Ｓ
労
を
結
成
し
た

仲
間
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

Ｊ
Ｓ
労
の
仲
間
と
の
交
流
の

場
を
ぜ
ひ
つ
く
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
サ
ー
ビ
ッ
ク
で
も

Ｊ
Ｒ
本
体
で
も
、
組
織
拡
大

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
Ｃ

Ｍ
Ｃ
か
ら
仲
間
が
加
入
さ
れ

た
が
、
職
場
で
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
横
行
し
て
い
る
。
立
場

の
弱
い
契
約
社
員
な
ど
が
苦

し
ん
で
い
る
。
救
う
手
段
が

な
い
中
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

弱
者
を
救
え
る
の
は
、
Ｊ
Ｒ

東
海
労
連
し
か
な
い
。
運
動

を
共
有
し
な
が
ら
闘
っ
て
い

こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

高
木
副
委
員
長
は
「
結
成

後
６
ヶ
月
間
、
い
ろ
い
ろ
な

闘
い
を
行
っ
て
き
た
。
あ
る

契
約
社
員
の
方
が
、
職
場
の

食
堂
や
通
勤
バ
ス
を
使
っ
て

は
い
け
な
い
と
思
い
込
ん
で

い
た
。
団
体
交
渉
で
、
使
え

る
こ
と
を
会
社
と
確
認
し

た
。
期
末
手
当
の
団
体
交
渉

も
開
催
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
、

パ
ー
ト
に
は
一
時
金
が
無
か

っ
た
の
で
、

万
円
を
要
求

10

し
た
。
サ
ー
ビ
ッ
ク
全
社
員

に
２
．

ヶ
月
の
一
時
金
を

65

勝
ち
取
っ
た
。
ま
た
、
ネ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
の
支
給
も
勝

ち
取
っ
た
。
組
織
展
望
の
努

力
は
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｓ
労
は

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
だ

が
、
共
に
が
ん
ば
ろ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
役
員
選
出
、
結

成
宣
言
（
案
）
採
択
を
行
い
、

Ｊ
Ｒ
東
海
労
連
柳
楽
副
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
結

成
大
会
は
成
功
裡
に
終
了
し

ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
場
所
を
移

し
、
盛
大
に
結
成
祝
賀
大
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（３）第４８０号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０２４年（令和６年）３月１日

ＪＲ東海労連結成大会

結成宣言（案）

本日、私たちは大阪の地でＪＲ東海労働組合連合会（ＪＲ東海労連）

を結成した。ＪＲ東海労働組合（ＪＲ東海労）と、ＪＲサービック労働

組合（ＪＳ労）の２つの労働組合からなる労連である。労連結成は、「東

海の地に労働運動の灯を消さない」ために、職場で働く労働者の切実な

声を大事にし、会社からの不当な弾圧に抗し、労働条件改善に向けて闘

うことを主たる目的とするものである。

昨年８月１８日、関西新幹線サービックで働く労働者と、ＪＲ東海労

の出向組合員が連携して、ＪＳ労を結成した。結成に至るまでの闘いは、

並大抵の苦労ではないことは言うまでもない。ＪＲ東海労組合員は、こ

の苦労を共有し、ＪＳ労の仲間と共に闘うことをＪＲ東海労第４０回臨

時大会で確認し、今結成大会を迎えることができたのである。

しかし、労連結成までの間、各方面から様々な課題が投げかけられた。

私たちは、それらの課題を一つひとつ解決し、乗り越え、今日に至って

いるのである。

私たちの目指すものは、労連に結集する組合員が、安全で安心して働

ける職場をつくり、多くの仲間を増やすことである。決して、外部から

の介入による労働運動をするためではない。出発点は、現場であり、現

場で働く組合員の声である。

私たちは、職場で悩み苦しんでいる労働者の立場に立ち、ＪＲ東海、

関西新幹線サービック以外の労働者にも、ＪＲ東海労連への結集を呼び

掛ける。そして、組織拡大を目指し闘う。

以上、宣言する。

２０２４年２月１１日

ＪＲ東海労働組合連合会結成大会



勤
務
日
５
日
前
に
発
表
す

る
時
季
変
更
権
の
行
使
の
有

無
（
年
休
が
出
る
か
ど
う
か
）

が
正
当
だ
と
す
る
理
由
と
し

て
、
高
裁
は
「
東
海
道
新
幹

線
は
、
東
京
、
名
古
屋
、
大

阪
を
結
ぶ
大
規
模
高
速
輸
送

手
段
と
し
て
日
本
の
社
会
・

経
済
の
維
持
、
発
展
に
必
要

不
可
欠
な
産
業
基
盤
の
一
つ

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
考
慮
す
る
と
、
一
審
被

告
（
会
社
）
に
は
、
需
要
に

応
じ
た
東
海
道
新
幹
線
の
列

車
の
運
行
を
確
保
す
る
こ
と

が
、
一
審
被
告
の
社
会
的
使

命
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
」
と

し
て
、
新
幹
線
の
安
定
輸
送

の
た
め
だ
、
労
働
者
は
休
ま

ず
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
入
れ

ず
に
働
け
、
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
日
別
勤
務
指
定

表
に
お
い
て
、
勤
務
指
定
表

で
は
就
労
義
務
が
あ
り
年
休

と
さ
れ
な
か
っ
た
年
休
使
用

日
に
つ
き
時
季
変
更
権
の
行

使
の
有
無
を
確
定
す
る
と
い

う
運
用
は
、
一
審
被
告
の
設

立
以
来
続
い
て
い
た
も
の
で

あ
っ
て
、
乗
務
員
も
認
識
し

て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
」
と
し
て
、
法
的
に
検
討

せ
ず
、
慣
例
だ
か
ら
慣
例
に

従
え
と
言
っ
て
い
る
の
で

す
。更

に
、
「
勤
務
指
定
表
の

発
表
の
時
点
に
お
い
て
、
新

た
な
追
加
臨
の
手
配
が
不
要

に
な
る
だ
け
の
余
裕
を
も
っ

て
運
行
設
定
を
行
い
、
又
は

新
た
な
追
加
臨
の
手
配
が
必

要
と
な
っ
た
と
し
て
も
時
季

変
更
権
の
不
要
に
な
る
だ
け

の
余
裕
を
も
っ
て
乗
務
員
を

配
置
す
る
と
す
れ
ば
、
い
ず

れ
の
場
合
も
乗
務
員
の
人
件

費
が
増
大
す
る
ほ
か
、
列
車

運
行
本
数
の
増
加
に
伴
い
運

行
や
車
両
整
備
等
に
関
す
る

経
費
も
増
大
す
る
し
、
要
員

過
多
と
な
っ
て
乗
務
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
観
点

か
ら
も
適
切
な
も
の
と
い
え

な
い
」
と
、
会
社
が
主
張
し

て
い
な
い
こ
と
ま
で
も
持
ち

出
し
、
人
件
費
を
抑
え
る
た

め
に
は
５
日
前
の
勤
務
確
定

は
当
然
だ
と
言
っ
た
上
、「
乗

務
員
の
不
利
益
は
必
ず
し
も

大
き
な
も
の
と
は
い
え
な
い

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
…
余

裕
を
も
っ
た
運
行
設
定
又
は

乗
務
員
配
置
を
一
審
被
告
に

求
め
る
の
が
相
当
と
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
、
実
際
に
不

利
益
を
被
っ
て
い
る
乗
務
員

の
実
態
を
無
視
し
、
増
員
要

求
は
会
社
の
利
益
に
反
す
る

と
言
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
更
に
、
「
予
備
勤
務

乗
務
員
に
つ
い
て
は
、
変
形

期
間
に
お
け
る
各
日
の
労
働

時
間
を
あ
ら
か
じ
め
特
定
す

る
必
要
は
な
い
」
と
、
暴
挙

ま
が
い
な
解
釈
を
し
て
い
る

の
で
す
。

一
方
、
要
員
問
題
に
つ
い

て
高
裁
は
、
「
平
成

年
度

27

は
、
東
京
第
一
運
輸
所
の
乗

務
員
の
年
休
の
取
得
実
績
は

平
均

．
５
日
、
東
京
第
二

20

運
輸
所
の
乗
務
員
の
年
休
の

取
得
実
績
は
平
均

．
３
日
」

20

「
平
成

年
度
は
、
東
京
第

28

一
運
輸
所
の
乗
務
員
の
年
休

の
取
得
実
績
は
平
均

．
７

15

日
、
東
京
第
二
運
輸
所
の
乗

務
員
の
年
休
の
取
得
実
績
は

平
均

．
１
日
」
と
い
う
デ

15

ー
タ
を
基
に
「
直
ち
に
要
員

不
足
の
状
態
が
恒
常
化
し
て

い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の

と
は
い
え
な
い
」
と
要
員
不

足
を
否
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
数
値
は
、
会
社
が
算
定

し
た
要
員
計
画
数
の
基
で
あ

り
、
休
日
出
勤
を
加
味
し
た

数
値
で
す
。
休
日
出
勤
が
さ

れ
な
け
れ
ば
、
年
休
取
得
日

は
更
に
下
が
り
ま
す
。

ま
た
、
乗
務
員
の
８
割
以

上
が
年
休
を
取
得
で
き
な
か

っ
た
日
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
「
年
休
の
取
得
割
合
の

高
低
は
、
①
申
請
者
の
多
募
、

②
年
休
使
用
日
に
お
け
る
列

車
本
数
等
の
具
体
的
状
況
、

③
申
請
者
の
年
休
順
位
に
よ

っ
て
異
な
る
と
こ
ろ
、
一
審

被
告
に
よ
る
時
季
変
更
権
の

行
使
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
要

素
が
存
在
し
た
」
と
判
断
し

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
①
多
く

の
人
が
年
休
を
申
し
込
ん
だ

か
ら
悪
い
、
②
列
車
本
数
が

多
い
か
ら
年
休
は
出
さ
な

い
、
③
抽
選
順
位
が
低
い
人

が
悪
い
と
、
い
ず
れ
も
年
休

を
付
与
で
き
る
条
件
が
揃
っ

て
い
な
い
か
ら
諦
め
よ
と
言

っ
て
い
る
の
で
す
。

以
上
の
２
点
に
つ
い
て
、

一
方
で
は
人
件
費
が
増
大
す

る
た
め
余
裕
あ
る
要
員
を
否

定
し
、
も
う
一
方
で
は
平
均

日
取
得
で
き
て
い
る
か
ら

15要
員
不
足
で
は
な
い
と
、
矛

盾
し
た
判
断
を
し
て
い
る
の

で
す
。

本
部
は
当
日
、
東
京
都
内

で
判
決
報
告
集
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
淵
上
委
員
長
は
「
不

当
判
決
を
弾
劾
す
る
。
私
た

ち
は
、
労
働
者
に
と
っ
て
年

休
と
は
何
か
の
認
識
を
深

め
、
闘
い
の
裾
野
を
広
げ
て

き
た
。
最
近
、
職
場
で
は
年

休
が
入
ら
な
く
な
っ
て
き

た
。
そ
れ
ま
で
は
、
私
た
ち

が
闘
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
年

休
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

年
休
権
や
生
活
権
は
法
律
で

認
め
ら
れ
て
い
る
。
判
決
は
、

こ
れ
ら
全
て
を
否
定
す
る
も

の
だ
。
職
場
で
は
、
声
を
大

に
し
て
、
現
実
を
変
え
て
い

く
た
め
に
闘
い
続
け
て
い
こ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

弁
護
団
を
代
表
し
て
、
渡

辺
弁
護
士
か
ら
判
決
文
の
解

説
が
さ
れ
ま
し
た
。
渡
辺
弁

護
士
は
「
東
京
地
裁
は
、
①

５
日
前
の
勤
務
確
定
は
誤
り

で
あ
る
こ
と
、
②
年
休
が
取

れ
な
い
理
由
と
し
て
要
員
不

足
を
認
定
し
た
。
こ
の
判
決

が
『
労
働
判
例
』
に
掲
載
さ

れ
、
会
社
寄
り
の
弁
護
士
が

反
論
の
記
事
を
書
い
た
。
企

業
側
が
危
機
感
を
持
っ
て
書

か
せ
た
で
あ
ろ
う
。
一
審
で

認
め
ら
れ
た
①
に
つ
い
て
高

裁
は
、
５
日
前
の
時
季
指
定

に
つ
い
て
問
題
な
い
と
し
て

い
る
が
、
会
社
の
利
益
優
先
、

労
働
者
の
利
益
は
後
回
し
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
の
理
由
は
、

乗
務
員
養
成
が
困
難
と
い
う

も
の
だ
。
し
か
し
、
現
在
で

は
５
日
前
の
勤
務
確
定
が
無

く
な
っ
て
き
た
。
や
れ
ば
で

き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
②
の

要
員
不
足
に
つ
い
て
、
高
裁

は
数
字
の
評
価
だ
け
で
判
断

し
て
い
る
。
年
休
権
に
つ
い

て
の
意
見
書
は
無
視
さ
れ

た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
経

営
者
を
い
か
に
儲
け
さ
せ
る

か
、
つ
ま
り
労
働
者
の
権
利

は
ど
う
で
も
良
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
れ
が
こ
の
判
決

の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
共
に
闘
っ
て
い
こ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
意
見
書
を
書
い

て
い
た
だ
い
た
来
賓
の
日
本

労
働
法
学
会
・
毛
塚
先
生
、

和
光
大
学
竹
信
名
誉
教
授
よ

り
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。
毛

塚
先
生
は
「
Ｊ
Ｒ
東
海
の
年

休
制
度
は
、
直
前
に
年
休
を

申
し
込
む
も
の
で
は
な
く
、

事
前
調
整
型
の
制
度
で
あ

る
。
抽
選
も
年
休
制
度
の
趣

旨
に
反
す
る
。
こ
れ
が
今
事

件
の
核
心
で
あ
る
。
海
外
の

新
幹
線
の
乗
務
員
は
、
好
き

な
日
に
年
休
を
取
れ
る
。
こ

の
裁
判
は
、
こ
の
制
度
を
見

直
す
機
会
に
な
っ
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

竹
信
名
誉
教
授
は
「
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
立
場
で
は
、

ひ
ど
い
判
決
こ
そ
記
事
に
な

る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
年
休
を

理
解
し
て
い
な
い
。
会
社
の

都
合
で
年
休
を
く
れ
て
や
る

と
い
う
考
え
方
で
、
逆
転
し

て
い
る
。
年
休
を
好
き
な
日

に
取
れ
な
い
こ
と
が
問
題
で

あ
る
。
取
得
率
に
騙
さ
れ
て

は
い
け
な
い
。
私
は
、
こ
の

裁
判
を
『
詐
欺
に
引
っ
掛
か

ら
な
い
訴
訟
』
と
呼
び
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

各
地
方
の
連
帯
の
言
葉
で

は
、
新
幹
線
地
本
土
川
副
委

員
長
、
静
岡
地
本
山
本
書
記

長
、
名
古
屋
地
本
御
辺
書
記

長
、
新
幹
線
関
西
地
本
浦
谷

書
記
長
、
大
阪
訴
訟
原
告
大

谷
川
さ
ん
よ
り
、
判
決
を
弾

劾
し
、
原
告
団
と
連
帯
し
て
、

共
に
職
場
か
ら
闘
う
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

原
告
の
決
意
表
明
で
は
、

廣
瀬
哲
也
さ
ん
、
今
城
敬
一

さ
ん
、
西
村
隆
行
さ
ん
、
木

下
和
樹
さ
ん
、
内
村
俊
幸
さ

ん
、
斉
藤
厚
志
さ
ん
の
順
に
、

怒
り
を
表
明
し
、
諦
め
ず
に

上
告
し
て
闘
う
決
意
な
ど
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
島
弁
護
士
、

仲
田
弁
護
士
か
ら
、
今
判
決

の
矛
盾
点
や
問
題
点
な
ど
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

判
決
に
対
す
る
見
解
を
本

橋
書
記
長
が
読
み
上
げ
、
最

後
に
淵
上
委
員
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
集
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

（４）第４８０号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０２４年（令和６年）３月１日

年
休
裁
判(

東
京)

控
訴
審
不
当
判
決
弾
劾
！

東
京
運
輸
所
分
会
組
合
員
６
名
が
「
年
休
が
失
効
し
た
こ
と
、
年
休
を
申
し
込
ん
で

も
年
休
が
付
与
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
労
働
基
準
法
第

条
に
違
反
す
る
」
と
し
て
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会
社
を
訴
え
た
裁
判
で
、
東
京
高
裁
第

民
事
部
（
中
村
也
寸
志
裁
判
長
）
は
２
月

15

28

日
、
会
社
の
控
訴
内
容
を
認
め
、
一
審
判
決
を
破
棄
、
更
に
原
告
の
附
帯
控
訴
も
斥
け

る
極
め
て
不
当
な
判
決
を
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。

不
当
判
決
の
概
要

怒
り
の
報
告
集
会


